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要約  

・ 武漢市第七病院に入院した患者を対象とする後ろ向きケースシリ

ーズ研究。 

・ 心血管疾患（CVD）の既往を有する患者は、トロポニンT（TnT）の

上昇を示す割合が高く、入院中に合併症を発症するリスクが高

い。 

・ 心筋障害が示唆される TnT の上昇を呈する患者では、TnT が正

常な患者と比較して死亡率が有意に高値。 

・ 入院中に TnT の低下（改善）を認めた患者は生存退院率が高い

が、TnT の上昇（悪化）を示した患者は死亡率が高値。 

・ 心筋障害は COVID-19 による死亡と関連していることが示唆。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ CVDの既往を有していても、入院時に心筋障害がない（TnT の上

昇がない）患者は、予後は比較的良好。 

・ COVID-19 患者に対して理学療法を実施する際には、心筋障害リ

スクならびに心筋障害を示唆する所見（TnT の推移）を把握した上

で心臓リハビリテーションを実施すべき。 


